年　　月　　日法学部教授会附議予定
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※学位記（卒業証書）は本願により作成するので、氏名等は正確に記載してください。
早　期　卒　業　願
　　　　年　　　月　　　日
九 州 大 学 法 学 部 長　　殿
	学生番号
	１ＬＡ

	ふりがな
氏名
	
（自署）

	生年月日
	　　　年　　　月　　　日生
	性 別
	（ 男 ・ 女 ）

	現住所
	〒　　　　―




	電話番号
	（　　　　）　　　　―

	E-mail（PC）
	　　　　　　　　　　　　　@

	修得単位数
及びGPA
（　　 月　 　日現在）
	修得単位数【＋】　	　　　　　単位…（＊１）
基幹教育科目（他学部専攻教育科目含む）修得単位数　　　　　　　単位…
法学部専攻教育科目修得単位数【①＋②＋③＋④】　　　　　　単位…
専攻教育科目の評定別単位数
Ａ：　　　　　単位…①　　Ｂ：　　　　　単位…②
Ｃ：　　　　　単位…③　　Ｄ：　　　　　単位…④
Ｆ：　　　　　単位…⑤
専攻教育科目におけるＡとＢの割合【（①＋②）／（＋⑤））】
＝　　　　　単位／　　　　　単位…（＊２）
GPA（基幹教育科目を含む）			　　　…（＊３）

	区分
	（　　早期卒業制度（LL.M.）　）



　私こと、　　　　年度（ 前 ・ 後 ）期に要件を充足した場合は、早期卒業を希望しますので、　　　　年　　月　　日付け卒業の手続き方、よろしくお願いいたします。[bookmark: _GoBack]【早期卒業制度（LL.M.）による早期卒業を認める要件】
・修得単位が128単位以上（＊１）
・専攻教育科目の成績でAとBが合わせて全体の2/3以上（＊２）
・GPA（基幹教育科目を含む）が少なくとも3.0程度（＊３）
・GVプログラムの学生であること（４年次前期からGVプログラムの学生となった者を除く）（早期卒業制度（LL.M.））
・本学大学院法学府LL.M.(IEBL)コースへの入学手続を完了すること（早期卒業制度（LL.M.））

